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平成 29年 9月 29日 

平成 29年度「経営者の実像に迫る」アンケート 

第 1回目「テーマ：生活習慣（飲酒）」の結果について 

 

公益財団法人 全国法人会総連合 

 

 当会では「経営者の実像に迫る」との切り口で、会員である企業経営者を対象とし

たアンケートを実施しています。今回アンケートにお答えいただいたのは、下記の属

性をお持ちの方々です。 

 このアンケートは、多様な業種の経営者が集まった法人会の特色を活かして、毎回

様々なテーマでアンケートを実施しています。（今年度は 3回実施予定です。） 

 第 1回目の今回は、「生活習慣（飲酒）」に関する最大 8問の出題を通じ、経営者

の実像に迫りました。 

 

＜回答期間＞ 平成 29年 8月 4日（金）～8月 21日（月） 

 

＜回答者数＞ 1,277人（アンケート送信者 5,167人、回答率 24.7％） 

 

＜回答者の属性＞   

 （年代別）              （地域別） 

   
 （業種別） 

  
  

※当アンケートは日本標準産業分類の大分類に基づき、以下の4グループ 

に区分しています。 

農林漁業・鉱業    ：A農業,林業  B漁業  C鉱業,採石業,砂利採取業 

建設・製造・工業  ：D建設業  E製造業  F電気・ガス・熱供給・水道業 

情報・流通・販売業：G情報通信業  H運輸業,郵便業  I卸売業,小売業 

                    J金融業,保険業  K不動産業,物品賃貸業 

サービス関連業    ：L学術研究,専門・技術サービス業 

                    M宿泊業,飲食サービス業 

                    N生活関連サービス業,娯楽業  O教育,学習支援業 

                    P医療,福祉  Q複合サービス事業 

                    Rサービス業（他に分類されないもの） 

                    S公務（他に分類されるものを除く） 
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＜その他＞ 「それほど飲みたいと思わない」「習慣になっていない」などのほか「健康上の 

       理由」や車の運転等の「仕事上の理由」を挙げた回答が複数有り 

 

＜アンケート結果＞ 

Ｑ.習慣的に飲酒していますか 

Ｑ.飲酒しない理由は何ですか 

Ｑ.どのくらいの頻度で飲酒していますか 
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Ｑ.最もよく飲むお酒の種類は何ですか 

 
 

Ｑ.最もよく飲む相手は誰ですか 

 

＜その他＞ 「家族」「配偶者」のほか「1 人で飲む」との回答も複数有り 

 

Ｑ.飲んでいて最も楽しい相手は誰ですか 

 

＜その他＞ 「家族」「配偶者」「1 人で飲む」のほか「法人会の会合」との回答も有り 

 

Ｑ.缶ビール(350ml)約 210円の価格の 1/3以上(77円)がビール税だとご存知でしたか 
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＜業種別の傾向＞ 

  ※農林漁業・鉱業の回答数が少なかったため、業種別の傾向は掲載を割愛。 

＜経営者の生活習慣（飲酒）＞ 

3人に2人が習慣的に飲酒し、その4割が「毎日」飲んでいる。さらに「週4日以上」

と合わせて7割を超える。最もよく飲む酒類は「ビール」、次に「焼酎・泡盛」。 

最もよく飲む相手は、法人会などの「団体・組合等の集まり」、次に「交友関係」。 

飲んで楽しい相手ではこの 2 つが逆転し、最多が「交友関係」、次に「団体・組合等

の集まり」。 

一方、3 人に 1 人は習慣的な飲酒をしておらず、その理由で最も多いのは「体質に合

わないから」。 

＜年代別の傾向＞ 

・飲酒している割合は 50歳代で最も高く、飲酒をしていない割合は 70歳代が最も高い。 

・毎日飲んでいる割合は 70歳代が最も高く、年代が若くなるほど低い。 

・若い年代ほど「ビール」を好み、年代が高まるほど「焼酎」「日本酒」が好まれている。 

・30 歳代は「団体・組合等の集まり」で飲む割合が最も高く、「交友関係」と飲む割合が最

も低い。「交友関係」と飲む割合が最も高かったのは 70歳代と 20歳代。 

・ビール税について「よく知っている」と回答した割合は 20～30歳代が最も低く、年代が高

まるほど認知度が上がっている。 

・飲まない理由で「体質に合わないから」を選んだ割合は 60歳代が最も高い。 

＜地域別の傾向＞ 

・飲酒の割合は東海・北陸で最も高く、飲酒をしていない割合は関東甲信越が最も高い。 

・毎日飲んでいる割合は中国・四国が最も高く、関東甲信越で最も低い。 

・よく飲む酒類で「ビール」と回答した割合は中国・四国が最も高く、「焼酎・泡盛」と「洋

酒」は関東甲信越が最も高い。 

・「団体・組合等の集まり」で飲む割合は関東甲信越が最も高く、「交友関係」と飲む割合

は九州・沖縄が最も高い。 

・飲んで最も楽しい相手が「交友関係」と回答した割合は九州・沖縄が最も高い。 

・飲まない理由で「体質に合わないから」を選んだ割合は九州・沖縄が最も高い。 
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・黄色＝各区分（年代、地域、業種）で回答率が最も高かった選択肢 

・水色＝それぞれの選択肢において各区分で回答率が最も高かった選択肢 

・オレンジ＝黄色と水色が重複した選択肢 
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